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事務局 本庄市教育委員会 生涯学習課 本庄市児玉文化会館（セルディ）内

 所在地 ３６７－０２１６埼玉県本庄市児玉町金屋７２８－２

 電 話 ０４９５－７２－８８５１  ＦＡＸ ０４９５－７２－８８５４

※点訳ボランティアグループ「ほきの六点会」の皆様により会報誌の点字翻訳版を作成していただ

きました。ご希望の方は、事務局までご連絡ください 

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会の会員を募集しています。 

年会費  個人会員 一口 千円、 賛助会員（団体） 一口 一万円 

入会と会費納入の受付場所 本庄市役所４階生涯学習課と本庄市児玉文化会館(セルディ) 

児玉公民館（アスピアこだま内）で受け付けています。  

   ※ 郵便振替でもお申込みいただけます（ご希望の際には、下記へご連絡ください）。

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では塙保己一先生の遺徳

顕彰し、幅広い啓発活動を行っています。会員のみなさまの

日頃のご協力に感謝申し上げます。 

塙先生顕彰推進のため今年度も会費の納入につきまして、

よろしくお願いいたします。 

みなさまのご協力をなにとぞよろしくお願いいたします。 

新聞記事から見た塙保己一の顕彰活動
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※
新聞記事原文 

塙先生を模範として、修養することを目的として設立された保己一講。

その第十五回総会が龍清寺にて、開催されたことを伝える内容です。 
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 そうけんぎょう はなわ ほきいち  せんせい いとくけんしょうかい 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 会報誌
第３５号 令和元年９月号

ごあいさつ

暦の上では“秋”ですが、まだまだ暑さが続く今日この頃です。会員のみなさまにお

きましては、ご健勝のことと拝察いたします。

本庄市は、盲目の国学者塙保己一の生誕の地であり、みんなで育む安心・共生のまち

づくりを基本理念の一つとして障害者と健常者が支え合い、いきいきと暮らせるまちづ

くりを目指してきました。その結果、パラリンピック出場を目指す５人制サッカーのト

ルコ代表チームのホストタウンを努めることになりました。

埼玉の和の文化の魅力を国内外に発信する「埼玉WABI  SABI大祭典２０１９」
（埼玉県主催）が、１０月１３日・１４日に大宮公園で開催されます。今年は、本庄市

も参加し、「塙保己一」をトルコ共和国とともに紹介することになりました。顕彰会とし

ても、これを一つの契機として塙保己一の事績を海外にも広めていく活動を推進してい

きます。

                   総検校塙保己一先生遺徳顕彰会

会 長 吉 田 信 解

顕彰会総会にて盲導犬協会の職員（右）とユーザー（中央）の方が、盲導犬との生活や訓練の様子を語りました。



塙先生の遺徳を偲ぶ  

遺徳顕彰祭にぜひご参加ください

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では毎年、塙保己一の命日である９月１２日に遺徳顕彰祭を行

っています。この催しは、祭壇に飾られた塙保己一の遺影に対し、その遺徳を偲び来場者全員で

菊の花を捧げるものです。

 本年も下記のとおり開催いたしますので、皆さま

のご来場をお待ちしております。会員以外の方もご

参加いただけます。

日  時  ９月 １２日  （木 ） 

        午 後 ２時  開式 

（午後１時３０分から受付） 

内  容 主 催 者 ・来 賓 による献 花 

      来 場 者 全 員 による献 花 

記念公演  講談師 神田 山緑 氏 

演   目   「奉行と検校」

◎令和元年度顕彰会総会を開催しました 

５月２５日（土）に令和元年度総会を開催し

ました。平成３０年度事業・決算報告や令和元

年度事業案等の審議のほか、没後２００年の記

念事業として「塙保己一物語（仮称）」の小冊子

発行の途中経過が報告されました。

総会後には、昨年度塙保己一賞の貢献賞を受

賞した公益財団法人日本盲導犬協会から講師を

第 13回塙保己一賞が開催されます 

日時：１２月１4日（土）午後１時～ 

場所：児玉文化会館 セルディホール 

 郷土が生んだ偉人「塙保己一」のように、障

害がありながらも不屈の努力を続け社会的に顕

著な活躍をしている方や障害者を献身的に支援

している方を表彰する「第１３回塙保己一賞表

彰式」を開催します。（埼玉県主催・本庄市共催）。

表彰式のあとには、障害を持った方による記

念コンサートや講演が開催されます。昨年の授賞式の様子
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お招きして「盲導犬の役割と盲導犬ユーザーの生活」と題して講演が行われました。講演後には、

活動の普及のため、盲導犬と一緒に募金活動が実施され、たくさんの善意が集まりました。
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齊藤幸一氏

本庄市立図書館児玉分館で「塙保己一コーナー」を常設

本庄市立図書館児玉分館では、図書館所蔵の「塙保

己一」関連の本や記念館のパンフレット、ポスター等

を飾って常設展示を行っています。また、テレビ紙芝

居「塙保己一ものがたり」のビデオ上映も行っていま

す。いつでも楽しめるコーナーとなっていて、展示さ

れている本は、貸し出しできますのでご利用ください。

開館時間：午前９時３０分～午後６時１５分  

休 館 日：毎週月曜（祝日の場合は翌日）、毎月月末日（土、日、月の場合は翌火曜日）、年末年始、特別整理期間 


